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〝
パ
ラ
オ
〟
は
ど
ん
な
国
？

　

パ
ラ
オ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
グ
ア
ム
と
の
間

に
位
置
し
、
成
田
か
ら
の
直
行
便
で
、
４
時

間
半
で
行
け
る
国
で
す
。
日
本
の
最
南
端
の

領
土
で
あ
る
沖
ノ
鳥
島
と
は
九
州
パ
ラ
オ
海

嶺
で
つ
な
が
り
、
日
本
か
ら
は
１
４
０
０
㎞

の
距
離
で
す
。
数
あ
る
太
平
洋
諸
国
の
中
で

も
日
本
に
最
も
近
い
国
で
、
時
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
高
知
県
出
身
で
、幼
い
こ
ろ
、よ

く
坂
本
龍
馬
像
の
あ
る
桂
浜
に
行
き
「
こ
の

広
い
海
の
先
に
は
ど
ん
な
国
が
あ
る
が
や
ろ

う
か
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
半
世
紀
近

く
た
っ
て
よ
う
や
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
オ
の
面
積
は
屋
久
島
と
同
じ
で
、
人

口
は
２
万
人
で
す
。
戦
略
的
に
重
要
な
位
置

に
あ
る
た
め
、
日
本
に
戦
前
か
ら
30
年
、
米

国
に
戦
後
50
年
統
治
さ
れ
、
１
９
９
４
年
に

独
立
し
ま
し
た
。国
土
は
自
然
に
恵
ま
れ
、特

に
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
青
い
海
は
世
界
中

の
ダ
イ
バ
ー
が
憧
れ
る
場
所
で
す
。

　

人
々
の
日
々
の
生
活
で
は
、
酋

し
ゅ
う
ち
ょ
う

長
制
度
な

ど
昔
か
ら
の
伝
統
や
習
慣
が
色
濃
く
残
っ
て

い
て
、
男
女
ご
と
の
大
酋
長
な
ど
と
の
付
き

合
い
も
私
ど
も
夫
婦
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

大
使
館
は
、台
湾
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、米
国
、日

本
の
四
つ
が
あ
る
の
み
で
す
（
注
：
パ
ラ
オ

は
台
湾
と
「
外
交
」
関
係
を
樹
立
し
て
い
ま

す
）。
信
号
機
、
本
屋
、
映
画
館
、
ゴ
ル
フ
場

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
と
の
関
係

　

戦
前
、
日
本
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
を

国
際
連
盟
下
に
お
け
る
委
任
統
治
領
と
し
、

パ
ラ
オ
に
は
地
域
全
体
を
統
括
す
る
南
洋
庁

を
設
置
し
て
い
ま
し
た（『
山
月
記
』な
ど
を

  
外
交
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
　
第
3
回

「
あ
ま
り
知
ら
れ
てい
な
い

隣
国・パラ
オ
」

パ
ラ
オ
大
使　

貞
岡 

義
幸

こ
の
連
載
で
は
、
外
交
の
最
前
線
＝
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
活
動
す
る
外
交
官
に
、
現
地
の

様
子
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
、
太
平
洋
諸
島
に
あ
り
、
日
本
と
歴
史
的
に
関

係
が
深
い
国
・
パ
ラ
オ
の
大
使
が
登
場
し
ま
す
。

さだおか よしゆき
１９７４年一橋大学卒業、外務省
入省。内閣情報調査室次長、デ
トロイト総領事、埼玉大学事務局
職員、国家公務員共済組合連合
会監事を経て、２０１０年１月より現職。
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ＯＤＡによる日本・パラオ友好橋。パラオの大動脈となっている。

著
し
た
作
家
・
中
島
敦
も
勤
務
し
て
い
ま
し

た
）。

　

当
時
は
「
陸
の
満
州
鉄
道
」
に
対
し
て
、

「
海
の
生
命
線
で
あ
る
南
洋
群
島
」
と
言
わ

れ
、
日
本
国
民
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
中
は
、
日
米
の
激
戦
地
と

な
り
、
今
な
お
７
０
０
０
柱
の
ご
遺
骨
が

眠
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
会
話
の
中
に
日
本
語
の
単
語

が
８
０
０
以
上
残
っ
て
い
ま
す（
例
え
ば
、ベ

ン
ジ
ョ
、
ゴ
メ
ン
、
ダ
イ
ジ
ョ
ー
ブ
、
ベ
ン

ト
ー
、
デ
ン
キ
な
ど
）。

　

現
在
も
、
大
陸
棚
延
長
問
題
、
国
連
安
保

理
改
革
問
題
、
捕
鯨
問
題
な
ど
、
多
く
の
案

件
で
日
本
と
意
見
を
共
に
し
て
く
れ
る
、
非

常
に
あ
り
が
た
い
国
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
か
ら
も
年
間
３
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
、
長
期
滞
在
の
日
本
人
も
３

０
０
人
い
ま
す
。

大
使
館
の
役
割

　

日
本
大
使
館
は
１
９
９
９
年
に
設
置
さ
れ
、

臨
時
代
理
大
使
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
よ
り
格
上
げ
と
な
り
、
私
が
初
代
の
常

駐
大
使
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
総
領
事
館

よ
り
も
小
さ
な
大
使
館
で
、
人
数
も
少
な
い

の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
多
く
の
業
務

を
張
り
切
っ
て
こ
な
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

も
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
加
え
、「
歩
く
広
告

塔
」
と
ば
か
り
に
、
い
ろ
ん
な
式
典
や
会
合

に
顔
を
出
し
て
い
ま
す（
国
内
出
張
は
、モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
を
飛
ば
し
て
行
き
ま
す
）。お
か

げ
で
、
紫
外
線
が
日
本
の
７
倍
強
い
と
言
わ

れ
る
パ
ラ
オ
な
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
日

系
パ
ラ
オ
人
に
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
色
黒
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
使
と
し
て
は
、
世
代
交
代
や
援
助
供
与

国
の
多
様
化
、
中
国
の
海
洋
進
出
が
進
む
中
、

日
本
の
存
在
感
や
国
益
を
今
後
も
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。

最
後
に

　

こ
の
よ
う
に
パ
ラ
オ
は
、
地
理
的
、
歴
史

的
に
、
日
本
と
特
別
な
関
係
に
あ
る
親
日
国

で
す
。

　

日
本
―
パ
ラ
オ
間
は
、
年
間
80
数
回
の
Ｊ

Ａ
Ｌ
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
加
え
、
２
０
１

０
年
12
月
か
ら
は
デ
ル
タ
航
空
が
成
田
か
ら

週
４
回
の
直
行
定
期
便
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
で
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。




